
適材適所 
  

プロパガンダの最初の仕事は、後の組織のために人々を獲得する
ことであり、組織の最初の仕事は、プロパガンダの継続のために
人々を獲得することである。- わが闘争』プロパガンダと組織 

  

   ご注目ください。 

   プロパガンダの最初の仕事は、組

織への人材集め。  覗き見や趣味の

人たちに「娯楽」を提供することで

はありません。  

   組織の最初の仕事は   、

PROPAGANDAを作るための人を集

めることである。  腕利きの将軍や

哲学者、カルト信者のための「社交

クラブ」を提供するのではありませ

ん。 

   真の国家社会主義者は、大義のた

めに実際に何かをすることで、自分

自身が「国家社会主義者」の名にふ
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さわしいことを証明するのです。  真の信者」であるだけでは十分ではあ

りません。 

   NSDAP/AOは行動する者を求めている。  話し相手ではありません 

   これらの実行者は、3つのカテゴリーに分類されます。  

  

CO-WORKERS（コ・ワーカーズ 

プロパー 

 

アクティヴィスト 

せんでんをとばす 

 

寄付者 

財政宣伝 

  

   NSDAP/AOは献身的な国家社会主義者を求めている!  優秀な人材は、

働かされることを望みます。  我々はまさにそれを実行する。  そして、

彼らはそれが好きなのです。  これは、私たちの最も貴重な新入社員の一

人が書いたものです。 

  

   どうやってここに来たんだろう？ 

   テレビ、新聞、ラジオの報道がおかしいのは分かっていたが、どうにも
腑に落ちない。  腑に落ちないことがあり、どうしたらいいのかわから
ず、落ち込んでいました。  やるべきことはすべてやっているのに、いつ
もエコノミックエイトボールに遅れをとっているような気がしていまし
た。  

   私は答えを探すうちに、あるフォーラムにたどり着き、そこで投稿や資
料、記事を読んで勉強を始め、何かをしなければならない、しかもすぐ
に！ということを理解し始めたのです。  私はまだ初心者で、自分に何が
できるのか途方に暮れていました。  私は、敗北主義や果てしなく続く話
と何もしないことに落胆し、このフォーラムから脱退しそうになりまし



た。 

   そして、ゲルハルトと出会い、すぐに仕事をするようになり、それがと
ても気に入りました。  ゲルハルトは、シンプルで安全、かつ効果的な方
法で、私が活動し、関与する方法を教えてくれました。  私は今、活動家
のグローバルチームの一員として、物事を成し遂げようとしています。  
この活動は、私がこれまで行ってきたボランティア活動の中で最もやりが
いがあり、満足のいくものでした。   純粋な真実の創造と普及に関わる
質的な違いは、私の心を高ぶらせます。 

   私はゲルハルトといろいろなプロジェクトで一緒に仕事をしてきたの

で、彼の考え方も知っていますし、彼が他のプロジェクトを成功させたの
と同じチームメンバー数人に支えられていることも知っています  成功ほ
ど、成功するものはないのです 

   毎年、政治に目覚めた記念日に、まったくの初心者から現在の活動家ま
での歩みを振り返っています。  実際に測定可能で実質的な何かをしたと
いうこの感覚は、何にも代えがたいものです。   私たちの祖先の遺産だ
けでなく、私たちの子孫の未来を守るために何かをする時が来たのだと、
これまで以上に多くの国民が目を覚まし、気づいているのです。  話し合
いや不平を言う代わりに、行動する時が来たのです。  イデオロギーの刷
新と実際の行動という、信じられないほど解放的でエキサイティングな旅
は、巨大であり、まだ始まったばかりなのです。 

   一緒にやらないか？ 

  

   優秀な人材がどんどん入社してくる。  新しいプロジェクトが始まるた

びに、優秀な人材がどんどん入ってきます。  新入社員は以下の通りで

す。 

 

欧米で活躍するビジネスマン 

出版施設の管理 

 

北米の医療関係者 



研究する 

 

南米でのボランティア活動 

訳す 

 

極東のITプロフェッショナル 

トレーニングマニュアルを作成 

 

   1970年代から一緒に仕事をしてきた   「古参」もいますよ。   

   老いも若きも、新しい改宗者も旧支配者も、ヨーロッパ人もアメリカ人

も（北と南）、ゲルマン人もスラブ人も「ロマンス」ランド人も、異教徒

もキリスト教徒も「その他」も、みんなNSDAP/AOの隊列で一緒に働くの

です。  

   あなたも私たちのチームに参加しませんか？ 

  

ゲルハルト・ラウク  



フレッドのオデッセイ 
 

第4部 

ご注意変人 

 

普段、私はカフェテリアで誰がどこに座ろうが気にしない。  しかし、私

が避けているグループが2つあります。  彼らは単に奇妙すぎるのです。 

 

役員一覧  

 

と 

 

研究開発担当者 

[R&D＝研究開発】です。］ 

 

幸いなことに、重役たちは私たちの

カフェテリアでは食事をしません。  

彼らには、とても豪華でプライベー

トな "エグゼクティブ・ラウンジ 

"があるのです。 

 

でも、R&Dの人たちはここで食事を

することもあるんですよ。   

 

比較的まともな人たちは、部屋の反

対側に座ることを好みます。  そう

いう席はすぐに取られてしまう。  

 



だから、私は運が悪いことが多い。 

 

そんな時、私は奇妙な会話を耳にします。 

 

 数字に関わる議論もある。 

 

ある研究開発者は、「1」という数字がシンプルで好きだと言った。  別

の研究開発者は、「"1 "は嫌いだ。小文字の "L "と混同しやすいから」と

答えた。 

    

別の研究開発者は、「8」という数字は女性の体を連想させるから好きだ

という。  3」は、女性の体を半分に切ったような形をしているから嫌い

だそうだ。 

 

また、ある研究開発者は、「8という数字は、無限大の記号を90度回転さ

せたようで嫌だ」と答えた。 

 

一番不思議だったのは、これです。 

 

彼らは、ITの専門家ではない。 

 











 








